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小笠原諸島父島におけるミズクラゲ属の 1 種 

Aurelia sp. のメデューサの出現状況と体サイズ
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要　　　約

小笠原諸島における Aurelia sp. のメデューサの出現状況についての調査を行った。ミズ

クラゲは日本沿岸域に広く分布し、東京湾でも多く見られるが小笠原諸島に分布する

Aurelia sp. のメデューサの出現状況についてはほとんど明らかにされていない。本研究に

より Aurelia sp. は二見湾内の一部の海域にのみ出現することが示された。その時の個体数

密度は最大で 0.61 個体 m−3 で、富栄養化の進行する東京湾のミズクラゲの出現密度と比

較すると明らかに低かった。また、その傘径の平均 ± 標準偏差は 20.8 ± 2.8 cm であり、

東京湾におけるミズクラゲの傘径と比べて大きな差はなかった。

Ⅰ．はじめに
ミズクラゲ属 Aurelia は刺胞動物門、鉢虫綱、旗口クラゲ目、ミズクラゲ科に属してお

り、世界各地の海域で大量発生していることが報告されている （Brodeur et al., 2002; 

Graham, 2001; Shiganova et al., 2001）。ミズクラゲ属は有性生殖と無性生殖の両方で繁殖

する。雌雄の成体クラゲが有性生殖を行い、受精卵ができ、プラヌラ幼生となって海洋に

放出される（図 1 a, b）。プラヌラ幼生は、岩などに着底し、ポリプに変態し、ポリプは無

性生殖でさらに子ポリプを増殖する（図 1 c）。これを出芽という。やがて、ポリプが分裂

して、ストロビラとなる（図 1 d）。ストロビラからエフィラが遊離し（図 1 e）、ストロビ

ラの残った部分は、エフィラが全て遊離すると再び成長してポリプとなる。遊離したエ

フィラが成長して稚クラゲとなり（図 1 f）、やがて成体のクラゲであるメデューサとなる

（図 1 g） （Arai, 1997）。

ミズクラゲ属は、日本周辺にも広く分布し、特に沿岸や内湾域において大量発生を繰り

返している （Omori et al., 1995; 石井、2001）。一方、東京湾におけるミズクラゲ Aurelia 

coerulea は小笠原諸島に分布するミズクラゲ属の 1 種 （本稿では Aurelia sp. とする）とは
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異なる種と考えられており （Dawson, 2005; Scorrano et al., 2016）、小笠原諸島に分布する

Aurelia sp. の分類学的地位については、現在、遺伝分類学的な精査がなされているところ

である（図 2）。東京湾において、ミズクラゲのエフィラ幼生は春に出現し、徐々に成長し

て稚クラゲとなり、夏にはメデューサとなり、時として大量に出現する。成体となったク

ラゲは、有性生殖を開始し、秋には一部のクラゲは放卵・放精を終えて死亡する （Omori 

et al., 1995; 石井、2001）。一方、小笠原諸島の Aurelia sp. に関する生態や分布、また環境

要因との関係性については全く解明されていない。また、東京湾においてミズクラゲの傘

径は他の海域の個体よりもはるかに大型であることが知られており （Ishii & Båmstedt, 

1998）、その要因の一つとして、富栄養化の進行に伴うプランクトンの増加が考えられてい

る （石井、2001）。それに対し、小笠原諸島は、火山岩や石灰岩で構成された島である。加

えて年間を通して乾燥時期と湿潤時期が明確に分かれていることもあり、農業に不向きな

土地であったことから、大規模な農業は行われていない （野原ほか、2009）。これらのこと

から、富栄養化の要因が少ないために港湾内も含め透明度は高く、東京湾に比べると富栄

養化も進行していないと考えられる。実際に、野原ほか （2009）によると、溶存態窒素な

どの栄養塩濃度も小笠原諸島から本州に近づくにつれて上昇しており、東京湾とは全く異

なる環境であると思われる。

本研究では、小笠原諸島、特に父島に分布する Aurelia sp. について、個体数密度、傘径
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図 1　一般的なミズクラゲ属の生活史
a: 受精卵、 b: プラヌラ、 c: ポリプ、 d: ストロビラ、 e: エフィラ、 f: 稚クラゲ、 g: メデューサ（成体）
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等の生物学的特徴について環境要因とともに測定し、東京湾に分布するミズクラゲとの比

較を行い、生態学的な差異を明らかにすることを目的とした。

Ⅱ．材料と方法
2021 年 1 月 31 日、2 月 1 日、7 日、10 日に小笠原諸島父島にて Aurelia sp. のメデュー

サの分布調査を行った。調査は、小笠原諸島の父島、南島、兄島の 11 ヶ所の調査点におい

て行った（図 3, 4）。1 月 31 日、2 月 1 日、2 月 10 日は二見岩付近の二見漁港内で岸壁から

2 m の範囲において目視での観測を行った（St. 1, 図 5）。また、水深は海底までの範囲と

した。

2 月 7 日はダイビングサービス KAIZIN 所属の船を用いて調査した。調査は、それぞれ

の海域でランドマークを用いて範囲を定め、シュノーケリングによって個体数を測定し、

その範囲内における個体数密度を測定した（図 4）。調査水深は同様に海底までの範囲とし

た。製氷海岸付近の調査点（St. 2）においては、個体数密度の計測に加えて海中にて手網

で 40 個体のメデューサを船上で採集し、傘径の計測を行った。傘径の測定に際してはト

レーの上に 30 cm 定規を置き、クラゲの下傘部の直径を傘径とした。また、メデューサ 4

個体を東京都立大学小笠原研究施設の研究室に持ち帰り、10％ホルマリン海水で固定した。

それぞれの調査点では海表面の水温、塩分を測定した。水温は TT-508（TANITA 社）、

塩分は YK31SA（LUTRON 社）を用いて測定した。

図 2　小笠原諸島に分布するAurelia sp. のメデューサ
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図 3　本研究における観測点
それぞれの拡大図は図 4 に示す。

地図は国土地理院発行（地理院地図）のものを改変。
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図 4　本研究における観測地点 （St. 1–5）の拡大図
地図は国土地理院発行（地理院地図）のものを改変。

図 4　（続き）本研究における観測地点 （St. 6–11）の拡大図
地図は国土地理院発行（地理院地図）のものを改変。
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Ⅲ．結果
本研究において各調査点で測定された水温を表 1 に示す。観測された水温は 21.2℃から

23.9℃の範囲にあり、平均 ± 標準偏差は 23.1±0.8℃であった。また、各調査点で観察され

た塩分を表 1 に示す。観測された塩分は 34.3 から 35.1 の範囲にあり、平均 ± 標準偏差は

34.8±0.3 であった。

本研究において各調査点で測定された Aurelia sp. の個体数密度を表 1 に示す。

図 5　採集を行なった二見湾二見漁港周辺 （St. 1）

表 1　各調査点における水温、塩分、および Aurelia sp. のメデューサの個体数密度

海域 調査点 調査日 水温 塩分 個体数密度 
（2021 年） （℃） （個体 m−3）

巽湾 西海岸 2 月 7 日 23.9 35.1 0
中海岸 2 月 7 日 23.9 35.1 0

二見湾 二見漁港 1 月 31 日 nd nd 0.61
2 月 1 日 21.2 35.1 0.18
2 月 10 日 nd nd 0

製氷海岸 2 月 7 日 23.9 34.3 0.30
豆腐岩 2 月 7 日 23.4 35.1 0
扇浦 2 月 7 日 23.4 34.9 0
境浦 2 月 7 日 23.5 34.6 0.0008

南島 扇池 2 月 7 日 23.4 34.1 0
鮫池 2 月 7 日 22.3 35.1 0

兄島 キャベツビーチ 2 月 7 日 22.3 35.1 0
滝之浦 2 月 7 日 23.0 34.6 0

nd はデータなしを示す。　
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本研究において Aurelia sp. が観察された調査点は St. 1、St. 2、St. 5 であり、特に二見

漁港（St. 1）と製氷海岸（St. 2）で多数の個体が観察された。St. 1 での個体数密度は、1

月 31 日に 0.61 個体 m−3、2 月 1 日に 0.18 個体 m−3 であったが、2 月 10 日は 0 個体 m−3

であった。一方、製氷海岸（St. 2）における個体数密度は、0.30 個体 m−3 であった。

製氷海岸（St. 2）において採集したメデューサの傘径頻度分布を図 6 に示す。

最も高い頻度で確認された傘径は 20–25 cm の範囲にあり、平均 ± 標準偏差は 20.8±2.8 

cm であった。

Ⅳ．考察
本研究において観察された水温は同時期の過去の水温と比べ 2℃程度高い水温であった 

（小笠原自然文化研究所、2021）。この高水温が本研究で観察された Aurelia sp. のメデュー

サの分布や個体数密度に影響を及ぼした可能性があるが、他の年におけるデータがないた

め詳細は不明であり、今後、さらなるデータの蓄積が必要であると思われる。

今回調査を行った海域の範囲内でメデューサが確認されたのは二見湾内の二見漁港、製

氷海岸、境浦だけであった。また、個体数密度は二見漁港と製氷海岸が極めて高い値で

あった。一方、二見漁港においての個体数密度の減少は、降雨による塩分の低下によって

もたらされたものと考えられる。これは、Aurelia sp. において塩分の低下により個体数密

度の減少がもたらされていることと大きく関係しているものと思われる （Suzuki et al., 

2018）。一方、過去の東京湾におけるミズクラゲの個体数密度の研究による最高出現密度

は、1.53 個体 m−3 （Omori et al., 1995）、2.60 個体 m−3 （野村・石丸、1998）など、本研究

図 6　製氷海岸（St. 2）で採集したAurelia sp. のメデューサの傘径頻度分布
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で記録された値よりも高い密度となっている。これは、東京湾において富栄養化が進行し

ており、メデューサの餌となるプランクトンが豊富であることが一因として考えられる （石

井、2001）。一方、本研究では二見湾の周辺の二見漁港以外では、Aurelia sp. のメデュー

サはほとんど観察されなかった。このような傾向は他の生物においても確認されている。

例えば、佐々木ほか （2015）は、内湾性魚類が二見湾に偏った分布傾向を示すことから、

同湾の環境的特異性を指摘している。小笠原諸島に分布する Aurelia sp. も、二見湾以外で

は確認されなかったことから、独立した特異的な環境に適応していると考えられる。すな

わち、小笠原諸島は現在まで一度も大陸と陸続きになったことがない海洋島であり、海食

崖が発達した島であるため （東京都環境局、2017）、小笠原諸島内において内湾は二見湾に

限られており、そこで独立した環境が築かれてきたと考えられる （佐々木ほか、2015）。

平均傘径については、東京湾において、7 月に観察される成熟したミズクラゲでは 22.9 

cm であるのに対し （Ishii et al., 1995）、Aurelia sp. では平均傘径は 20.8 cm であり、明確

な差はないものと思われた（表 2）。ミズクラゲは餌が少ない時は成長速度を抑え、再生産

に獲得したエネルギーを振り分け、餌が多い時は非飽和的に摂取し大きな速度で成長する

という柔軟な適応能力を持ち （Ishii & Båmstedt, 1998）、近年では東京湾において体サイズ

は大型化し、傘径 30 cm を越す個体もしばしば観察されている （Omori et al., 1995）。実際

に、他の富栄養化が進行していない海域におけるミズクラゲの傘径は明らかに小さく、

Lucas & Williams （1994）により記録されたイギリスのサウザンプトン入江に分布するミ

ズクラゲの平均傘径は 10 cm であり、また、Lucas （1996）により記録されたイギリスの

ホーシー湖に分布するミズクラゲの平均傘径は 5.38 cm である。さらに、デンマークのケ

ルティンゲノールに分布するミズクラゲの平均傘径はわずか 3.7 cm （Olesen et al., 1994）

である。以上のことから、本研究で観察された Aurelia sp. の傘径については、餌資源量の

表 2　世界各地で観測されたミズクラゲ属のメデューサの傘径
海域 種 最大傘径 最小傘径 平均傘径 引用文献

（cm） （cm） （cm）
小笠原諸島 （日本） Aurelia sp. 29.2 16.2 20.8 ± 2.8 本研究

東京湾 （日本） Aurelia coerulea 28.4 ＊ 1 14.4 ＊ 1 22.9 ＊ 2 Ishii et al. （1995）＊ 2  , 
Toyokawa et al. （2000）＊ 1 

サウスハンプトン入江  
（イギリス） Aurelia aurita 15.0 6.4 10.0 Lucas & Williams （1994）

ケルティンゲノール  
（デンマーク） Aurelia aurita nd nd 3.7 Olesen et al. （1994）

ホーシー湖 （イギリス） Aurelia aurita 10.5 1.9 5.38 Lucas （1996）
nd はデータなしを示す。　
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差異だけでは説明できず、他の要因なども考慮する必要があると思われる。

このように小笠原諸島における Aurelia sp. の生態については不明な点が多く、母島等の

他の海域も含め、さらにプラヌラ幼生、ポリプやエフィラ幼生などの生態についても今後

も調査を行っていく必要があると考えられる。
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